
平成 1 7 年度   第 1 回理事会抄録  
日時：平成 1 7 年 5 月 2 1 日（土）ＰＭ 1 3： 0 0～ 1 5： 5 5  
場所：（社）日本作業療法士協会 1 0 階会議室  
出 席 ： 杉 原 （ 会 長 ）、 中 村 (春 )、 山 根 （ 副 会 長 ）、 荻 原 （ 事 務 局 長 ）、

冨岡（監事）、岩瀬、香山、鶴見、比留間、松房、山田（常務理

事）、大熊、大丸、片岡、小林 (正 )、長尾、早川、日垣（理事）、
石塚（部長）、毛束、千島、岩崎（委員長）、大瀧（連絡協議会

長）  
Ⅰ .検討事項  

1 .定款施行規則の 一部改定 （ ｢書 面 等による 会議 ｣の 追 加につ いて）
（千島規約委員長）定款施行規則第 5 章 ｢会 議 ｣3 8 条に 3 項、4 項、
5 項を加え、3 9 条に新たに ｢書 面等による会議 ｣と し て、｢理 事 会、
常 務 理 事 会 を 開 催 し て 、 そ の 決 議 を 諮 る 時 間 的 余 裕 が な い 場 合 、

書 面 等 に よ り 議 決 を 行 う こ と が で き る ｣と い う 条 項 を 入 れ る と い

う提案に対し、3 8 条については以前に改定ずみなので、当てはま
らないという指摘があり、 3 9 条の追加のみとなる。「書面等」に
メールは入らないことを確認の上、承認される。→ 承認  

2 .事務局「職員就 業規則」 ｢職 員 給 与規則 ｣｢職 員 退 職 金規程 ｣の 改 定
について（荻原事務局長）会員の急増に伴い、事務局機能の充実

を図るため、資料のとおり改定の提案をした。細かい文言のチェ

ックを前提に、賛同者の挙手多数。→ 承認  
3 .①演題オンライン登録の業者固定について（岩崎学会評議委員長）

3 月理事会で提案したものの詳しい検討資料を提出。 4 社を比較
し、技術力と適応性の優れているリムテックを推薦。これについ

て 会 社 の 規 模 や 値 段 、 １ 年 契 約 で 見 直 し ･更 新 す る 仕 方 な ど に つ

いて意見が多く出されたが、挙手多数により大枠了承。→ 承認  
②機関誌 ｢作 業 療法 ｣特 別 号の C D－ R O M 化について（小林学術部担

当理事）第 4 0 回学会より、 ｢作 業 療法 ｣特 別号を C D－ R O M 化す

る。C D－ R O M 化した抄録集は機関誌作業療法の通巻に加えず ｢作

業療法学会抄録集 ｣と して協会が出版 ･発 行 する等の 6 つ基本方針
のもとに、編集 ･制 作 ･印 刷 作業は学会が担当、編集・制作・印刷

経費は協会が負担し、プログラム集と併せて会員に発送する。→

承認  
4 . 4 0 周年記念式典 :厚生労働大臣表彰候補者について（松房 4 0 周年
事業実行委員長）役員歴 1 2 年以上、理事としての活動の状況な
どを踏まえ、1 0 名を推薦した。併せて協会士会役員合同研修会の
日程を記念式典翌日の 1 0 月 2 9、 3 0 日としたい。→ 承認  

5 .障害者自立支援 法案に対 する協会 意見書（ 案）につ いて（荻 原保
健福祉対策委員会担当理事）国会審議中の障害者自立支援法案に

ついての意見書を作成した。費用負担については、所得保障制度



の確立の検討が必要。リハビリテーションの視点からは、作業療

法 士 、 精 神 保 健 福 祉 士 の 地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー へ の 配 置 を 提 案 。

精神障害については、精神科特例の廃止などの内容とした。これ

に対し、精神保健福祉士という他の職種を入れる必要はない、｢特

例 ｣と い う 表 現 は す で に な く な っ て い る 、 意 見 を 出 す 時 期 が 遅 い

などの意見が出されたが、理事からの意見を整備し、できるだけ

早く出すということで了承。→ 承認  
6 .会員の入退会について（荻原事務局長） 3 月 3 1 日付の退会者 2 8 9
名。 5 月 1 6 日付の会員数は 2 万 3 6 4 6 名。退会の理由に ｢協 会の
意 向 に 賛 同 で き な い た め （ 特 に 生 涯 教 育 制 度 ） ｣と い う も の が あ

った。休会制度の検討が必要などの意見が出された。→ 承認  
Ⅱ .報告事項  
1 .平成 1 6 年度期末監査報告（冨岡監事）受託研究事業の一般収入繰
入に伴い、会員への広報の必要性と、協会の財務戦略について明

確にされたいという監事の意見が出される。  
2 .書面 で行 った 審議 （監 事の 理事 会推 薦） につ いて （杉原会長）今
回の選挙のうち、監事の立候補者数が満たないため、理事会推薦

の手続きを必要とした。冨岡、長谷川、古川の 3 名を理事会で推
薦について書面で審議を行った結果、1 8 名全員の賛同が得られた。 

3 .定款施行規則第 7 章 ｢地 方組織 ｣第 4 8 条について（荻原事務局長）
各士会や、認定作業療法士の取り扱い等でやり取りが行われてい

るので、施行規則 4 8 条 1 項の ｢正 会員は都道府県ごとに作業療法
士会を構成する ｣、 すなわち協会員イコール士会員ということで、

改めて共通の認識をしていただきたい。  
4 .外国の養成校卒 業生また は外国で の免許取 得者の国 家試験受 験資
格認定基準について（荻原事務局長）3 月 1 4 日付で医政局長から
｢医 師 国 家 試 験 等 の 受 験 資 格 認 定 の 取 扱 い 等 に つ い て ｣と い う 文

書が 交付 され 、 O T の国 家 試験 受験 資格 認定 基準 のひ とつ に「 世

界 作 業 療 法 士 連 盟 の 定 め た 基 準 に 適 応 し て い る こ と ｣と い う 文 言

が入っている。  
5 .その他   
1）助成金事業報告①平成 1 6 年度老人保健事業推進費等補助金の事
業実績報告。成果物として ｢家 族支援プログラム ｣② 平成 1 6 年度
地域保健総合推進事業実施報告。③痴呆性高齢者及び家族等介護

支 援 事 業 報 告 。 成 果 物 と し て パ ン フ レ ッ ト 、 家 族 教 室 テ キ ス ト 。 
2） 広 報 部 報 告 （ 松 房 広 報 部 担 当 理 事 ） 高 校 生 向 け 広 報 ビ デ オ の 活
用方針について。また協会 H P の容量の問題から、広報単独で広
報用 H P のサーバーを立ち上げる方針等の報告。  

3） 福 祉 用 具 カ リ キ ュ ラ ム （ 中 村 副 会 長 ） カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 の 経
過報告。  



4） 厚 生 労 働 省 人 事 異 動 に つ い て （ 杉 原 会 長 ） 老 健 局 振 興 課 渡 邉 氏
の後任として O T の北島氏、福祉機器専門官として P T の高木氏、
医事係長に木曽氏がそれぞれ着任した。なお 4 0 周年記念事業担
当は、医事課総務係長に納富氏。  

以上  


